
                             令和 5年 4月吉日 

 

町会長・自治会長 様 

 

                                    港区長 武 井 雅 昭 

                                        （公印省略） 

 

「緑の募金」運動ご協力のお願い 

 

 謹啓 陽春の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 日頃から、区の緑化推進事業につきましては、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上

げます。 

 本年も東京緑化推進委員会の要請により「緑の募金」運動を実施しております。 

 つきましては、まちづくり課窓口において募金を受付けていますので、ぜひご協力を

賜りますようお願い申し上げます。お越しの際は、事前にご連絡いただけますと幸い

です。 

 

 

 

 

 

問合せ先 

麻布地区総合支所まちづくり課 

まちづくり係 年永 

〒106-8515 港区六本木 5-16-45 

TEL:03(5114)8815 











 
 

バザー用品の提供にご協力を 
お願いします！ 

  

赤坂青山・麻布清掃協力会では、５/20(土)のエコライフ・フェア MINATO

２０23（港区立有栖川宮記念公園）でリサイクルバザーを行います。 

 

○ 

受付可 

日用雑貨小物類 （例：バッグ、食器類、玩具、生地、毛糸） 
衣料品類・靴   （新品または新品同様のものに限る） 
家具類       （持ち帰りできる大きさのものに限る） 
その他使ってほしい品物 

 

× 

受付不可 

持ち帰りのできない大きさの家具類 
電化製品全般 （CD・DVD ソフトを含む） 
食料品 
液体状のもの （例：殺虫剤、洗剤、薬品） 
トレーディングカードゲーム 
（かるた札程の大きさのカードで、主に小・中学生に人気） 
本・雑誌 

※いたみや汚れのある物や、刃物等の危険な物は受け付けることができません！ 
 

   お品物は、原則として麻布地区総合支所協働推進課協働推進係の窓口まで 
お持ちください。 

＜受付日時＞ 4 月 20 日( 木 )から 5 月 10 日（水）まで 

8 時 30 分から 17 時まで 

  ※注意点※ 

（１）値段について      清掃協力会で値段をつけさせていただきます。 
（２）売上金について    港区社会福祉協議会等に寄付します。 
（３）売れ残った場合     次年度以降もバザー用品として出品します。 

                      出品者にはお返しできませんのでご了承ください 
 

＜問合せ＞ 

麻布清掃協力会事務局 

（麻布地区総合支所協働推進課協働推進係）  

住所 港区六本木５丁目１６番４５号 

電話 ０３－５１１４－８８０２ 

 



令和5年度

「講師おまかせスマホ教室」 を開催しませんか！！

◇ 申請書は簡単です！

◇ 教室では、例えばこんなことも学べます！

◇ 教室で使用するプロジェクターや感染対策グッズ等を購入できます！

町会・自治会の皆様には、

会場のご用意と参加者の募集をしていただくだけです。

◇ 令和５年度地域の底力発展事業助成と重複して申請できます！



◇ 「講師おまかせスマホ教室」の進め方

事前相談
・申請書に記入し、下記までメールまたはFAXでお送りください。

募集期間

申請書の原本提出
・押印の上、下記まで郵送してください。

～原本〆切

※ここまでは、物品の購入はお控えください。

「交付決定通知書」「開催日時決定連絡」受領交付決定

開催日時決定

教室参加者の募集

必要物品の準備 購入時は、領収書を忘れずに！

参加者募集〆切→人数連絡
・委託業者に参加予定人数を連絡してください。

～1週間前

会場の開錠・講師受入れ・受付
・参加者の受付は、町会・自治会にてご対応ください。

・実績報告用に、開催風景や購入品を使用している写真を撮影ください。

開催当日

実績報告書の提出終了後

「助成金額確定通知書」の受領
・実績報告書を審査し、助成額を連絡します。

報告書提出から

約１か月後

助成金の交付
報告書提出から

約２か月後

振込口座書類の提出
※町会・自治会の口座に限ります。（個人名義の口座は使えません。）

【送付先・問合せ窓口】東京都生活文化スポーツ局 都民生活部 地域活動推進課 地域活動支援担

当

（住所）〒１６３－８００１ 東京都新宿区西新宿２－８－１

（電話）０３－５３８８－３１６６ （FAX）０３－５３８８－１３３１

（メールアドレス）S1121202@section.metro.tokyo.jp

※令和４年４月から所管部署が「生活文化スポーツ局」に変更になりました。

会場設備等の確認
・会場設備の確認等、当日の調整のため、講師派遣する委託業者から連

絡します。



 

（別紙）      

地域の底力発展事業助成を活用した 

「高齢者向けスマートフォン教室」（講師おまかせスマホ教室）実施概要 

 

東京都は、地域でのデジタル活用に向け、スマホをうまく使いこなせるか不安が

ある方、興味はあるけれどなかなか触る機会がない方を対象に、町会・自治会がス

マホ教室を開催する場合、講師派遣を行います。教室開催に際し、必要物品の購入

等に地域の底力発展事業助成を活用できます。 

このたび、以下のとおり募集を行いますのでお知らせします。 

 

１ 対象団体 

  都内に所在する町会・自治会（単一町会・自治会または連合組織） 

※ 地域の底力発展事業助成と同じです。 

※ 令和５年度地域の底力発展事業助成と重複して申請可能です。 

 

２ 対象事業 

  町会・自治会が主催して行う「スマホ教室」 

スマートフォンをお使いでない方や、操作に不慣れな方が、楽しみながらスマ

ートフォンや各種アプリの活用を体験できる、教室形式の体験会です。会員及び

非会員に周知してください。 

（１）希望日時・場所に講師を派遣します。(派遣費用は無料ですが、会場のご用

意をお願いします。) 

開催可能日時： 令和５年６月１日（木曜日）～令和６年２月 29日（木曜日） 

※土日祝日開催可。ただし、年末年始は除く。 

開催可能時間帯：午前９時から午後６時まで（最終開始時刻：午後３時）  

 （２）実施内容 

   ２時間の集団講義＋操作演習、１時間の質疑応答の計３時間です。 

講義内容は以下の４種類から１つ選択できます。 

１．①基本操作 

２．①基本操作、②コミュニケーション 

３．①基本操作、③情報収集 

４．①基本操作、④申請・決済 

 

   ① 基本操作（タップ、スワイプ、ピンチ等） 

     電源の入れ方、文字入力、電話やメールの使用方法、安全・安心に使う

ための知識等 

   ② コミュニケーション（LINE等 SNS、チャット、ビデオ通話等） 

     身近な人と気軽に連絡を取る方法や写真や動画を共有する方法等 

   ③ 情報収集（インターネット、ニュース、動画等） 

     知りたいことを調べる方法や、ニュース、行政情報等を閲覧する方法等 



 

   ④ 申請・決済（インターネットショッピング・キャッシュレス等） 

     スマートフォンでできる行政手続等に関する知識や申請方法、キャッシ

ュレス決済等 

 （３）スマートフォンの貸出 

    教室終了後、スマホをお持ちでない方でご希望の場合は、スマホを最長１

か月間お貸しします。（無料。事前申込制。ただし、希望多数の場合はご用意

できない場合があります。予めご了承ください。） 

なお、機種の指定はできません。 

 

３ 募集スケジュール 

（１） 募集期間 

募集回 募集期間 交付決定・ 

開催日決定 

申請できる教

室の開催時期 

第１回 
受付期間 ：４月７日(金)～４月 19 日 (水) 

※原本提出〆：４月 26 日(水)午後５時（必着） 

５月中旬 
６月１日以降

の開催 

第２回 
受付期間 ：４月27日(木)～６月19 日 (月) 

※原本提出〆：６月 26 日(月)午後５時（必着） 

７月中旬 
８月１日以降

の開催 

第３回 
受付期間 ：６月27日(火)～８月10 日 (木) 

※原本提出〆：８月 18 日(金)午後５時（必着） 

９月上旬 
９月 23日以降

の開催 

第４回 
受付期間 ：８月21日(月)～10月19 日 (木) 

※原本提出〆：10月 26 日(木)午後５時（必着） 

11月中旬 
12月１日以降

の開催 

 

（２） 交付決定・開催日の決定 

開催日は、申込時に御記入いただいた第１～第３希望で調整します。開催日時

決定は、助成金の交付決定通知書と合わせて各団体にご連絡します。 

※ 開催可能件数には上限枠があるため、超過した場合は抽選とさせていただ

く場合がございます。予めご了承ください。 

 

４ 地域の底力発展事業助成の活用について 

教室開催に際し、必要物品の購入等には当助成を活用ください。（助成率１０／

１０） 

助成限度額・助成対象・必要書類等は、地域の底力発展事業助成と同じ

です。注意事項等については、事前に「令和５年度地域の底力発展事業助

成ガイドライン」を事前に必ずご確認ください。 

「令和５年度地域の底力発展事業助成ガイドライン」は東京都生活文化



 

スポーツ局のホームページからもご確認できます。 

 

◎ 教室で使用する物品の他、打合せで使用する物品や感染対策物品も購入できま

す。 

購入可能物品例：プロジェクター、打合せ用タブレット、Wi-Fiレンタル（事業

期間中）、空気清浄機 等 

 

５ 申請方法 

（１）申請様式 

別紙「令和５年度地域の底力発展事業助成金交付申請書兼「高齢者向けスマ

ートフォン教室」（講師おまかせスマホ教室）講師派遣申込書」（第 1-1号様式）

をご利用ください。東京都生活文化スポーツ局ホームページからダウンロード

できます。 

（２）申請に必要な書類 

① 交付申請書兼講師派遣申込書（第 1-1号様式） 

② 収支予算書（第 3-1号様式） 

③ 団体の会則 

④ 団体の役員名簿 

⑤ 令和４年度の事業報告書、決算書（総会資料の抜粋等） 

（３）助成金の支払 

地域の底力発展事業助成金は、実績報告書審査後、口座振替で支払います。後日、

東京都から支払関係書類を送付します。 

支払は、実績報告書の原本提出から約２か月後（遅くとも令和６年５月末ま

で）になります。団体の決算日までに支払われなかった場合は、交付決定通知

書をもって未収金に計上する等ご対応ください。 

 

６ 町会・自治会にご協力いただく事項 

（１）会場及び什器（椅子・机）のご提供 

  ※会場の設営・撤収は、委託業者にて行います。前後 30分ずつお見込みくださ

い。 

  ※講師等が個別に操作方法を説明する場合の動線の確保や説明のしやすさ等の

観点から、可能な限り、定員に対し参加者数が 50%以下となる会場又は参加者

同士の距離を１ｍ以上確保できる会場をご用意ください。 

（２）参加者の受付・管理 

（３）当日の実施に向けた事業者との連絡調整（参加人数をご連絡いただくほか、

会場使用等について調整させていただきます。） 

 

 

 

 



 

７ 進め方 

 町会・自治会 東京都 委託業者 

募集期間 

 

 

 

交付決定 

開催日連絡 

 

 

～開催日５日前 

 

 

～開催日３日前 

 

 

開催当日 

 

終了後 

事前相談 

 

原本提出 

 

交付決定通知 

開催日連絡 

    

 

参加者情報を 

委託業者へ連絡 

 

会場調整 

 

 

会場提供・受付 

 

実績報告書作成 

受付 

 

受領 

 

底力審査 

開催日調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査後、支払 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者確認 

 

会場設備の確認 

当日の調整 

 

講師派遣 

 

 

 

※ 詳細は、東京都からの開催日連絡時にご案内します。 

 

８ その他 

  新型コロナウイルス感染拡大の状況により、ご参加の皆様の安全を最優先で確

保するため、開催延期や開催形式の変更をお願いする場合があります。その際は、

御理解・御協力の程よろしくお願いいたします。 

  また、教室実施にあたっては、基本的な感染防止対策にご協力をお願いいたし

ます。 

 

９ 申請書類の提出先・問合せ先 

東京都 生活文化スポーツ局 都民生活部 地域活動推進課 地域活動支援担当 

〒１６３－８００１ 東京都新宿区西新宿２－８－１ 

電話番号：０３―５３８８―３１６６  

FAX 番号：０３－５３８８－１３３１ 

メールアドレス：S1121202@section.metro.tokyo.jp 

 



別記第１－１号様式 

令和  年  月  日 

東京都知事  殿 

所在地                   

 

団体名                   

代表者 

役職・氏名               印 

 

令和５年度地域の底力発展事業助成金交付申請書兼 

「高齢者向けスマートフォン教室」（講師おまかせスマホ教室）講師派遣申込書 

 

令和５年度地域の底力発展事業助成金について、令和５年度地域の底力発展事業助成金交付要綱第８の

規定に基づき下記のとおり申請します。なお、当団体は要綱第４ １ただし書に該当せず、第９ ３並び

に第２２及び第２３の規定に異議なく応じることを誓約します。 

 

記 

１ 事業名 

  「高齢者向けスマートフォン教室」（講師おまかせスマホ教室） 
 

２ 今回申請する区分 

  該当する□に☑を付けてください。 

 

 

※ Ｃ区分、Ｄ区分の団体は、別紙「事業の共同実施・連携実施に係る合意書兼委任状」を提出

してください。 

※ Ａ区分、Ｂ－Ｓ②区分においての限度額は、地区連では１００万円、町自連・都町連では 

２００万円となります。 

 

３ 助成申請額 

助成申請額は、第３号様式「収支予算書」の助成金収入と同額を記入してください。 

助成申請額 

，０００円   

 東京都記入欄  

町会コード  

受付番号 5  -   -    

補 助 率  10/10 ・ 1/2 

他の団体と共同して実施しますか。 

☐  はい ☐いいえ 

共同する団体は町会・自治会ですか。  
これまでに地域の底力助成の 

交付決定を受けたことがありますか。 

☐  はい 

 

☐いいえ 

（学校やＮＰＯ等） 

☐  はい ☐いいえ 

限度額 ５０万円 限度額 ３０万円 限度額 ２０万円 限度額 ２０万円 

Ｃ区分になります。 Ｄ区分になります。 Ｂ―Ｓ②区分になります。 Ａ区分になります。 

※千円単位とし、端数は切捨て 



４ 事業内容 

実施会場名  

実施会場 
住所  

事業実施 

希望日時 

・第一希望から第三希望まで記載してください。  

第一希望  令和 年   月   日（  曜日）  ：  ～  : 

第二希望  令和 年   月   日（  曜日）  ：  ～    : 

第三希望  令和 年   月   日（  曜日）  ：  ～    : 

※会場の設営・撤収は、委託業者にて行います。前後 30分ずつお見込みください。 

※第一希望から第三希望は別日を記載してください。 

※時間は午前９時から午後６時までの間、３時間です。 

事業期間 
令和 年  月  日から 

 

令和 年  月  日まで 

※最長３月 31日まで  

※この期間が物品購入やレンタル可能の期間となります。ご注意ください。 

打合せの 

回数・人数 

１回あたり 約   名で   回実施する予定です。 

※初回打合せ、反省会を含みます。 

受講者 

定員 

・以下から選択してください。 

☐10名（最低５名以上の受講が必要） ☐20名  ☐30名  

実施内容 

・スマホ教室で学びたい内容を以下から 1つ選択してください。 

  ☐ 基本操作（スマホの操作（タップ、スワイプ等）、アプリのインストール、 

電話・メールの使用方法等） 

☐ コミュニケーション（SNS（LINE、Twitter等）、ビデオ通話等）の基礎 

☐ 情報収集（インターネット、ニュース、動画等）の基礎 

☐ 申請・決済（インターネットショッピング・キャッシュレス決済等）の基礎 

※基本操作以外を選択した場合、講義の最初にスマホの使い方について説明します。 

期待される

効果 

地域社会のデジタル化を後押しするとともに、デジタルを活用することで住民同

士の交流を図りながら、地域コミュニティの繋がりを強めていく。 

５ 連絡責任者   申請を行う町会・自治会又は区市町村の担当者に限ります。 

役職名・氏名  

所在地等 

〒    －     

 

電話番号 
自宅・職場  

FAX  
携 帯 電 話  

メールアドレス   

※ 日中連絡の取れる担当者を連絡責任者としてください。 



 

 

別紙 事業の共同実施・連携実施に係る合意書 兼 委任状 

下表に記載の共同実施団体・連携実施団体は、地域の底力発展事業助成への申請にあたり、以下のと

おり事業を共同・連携して実施することについて合意します。 

併せて、下表の団体は、申請団体に対し、地域の底力発展事業助成金の申請、請求、受領及び精算に

関する事項を委任し、申請団体はこれを承諾します。 

 

 

番

号 

団体名 

（申請団体以外） 

代表者 

役職 

氏名 印 

（自署） 
所在地等 電話番号 

構成 

世帯数 

（Ｃ区分） 

   印     

   印     

   印     

   印     

   印     

   印     

   印     

役割分担 ※共同または連携して実施する各団体の役割分担を必ず記入してください。 

Ｃ・Ｄ区分 
 

 

※書ききれない場合は、本紙をコピーしてご使用ください。 



ｖ第３-1号様式

団体名

(単位：円）

金額

Ⅰ　収入の部

収入合計

支出内容
単価
（税込）

数量
金額
（税込）

Ⅱ　支出の部

（1） （下記★１，２要確認）

（2） 【講習会・打合せで使用する物品として、必要なものを選択してください。】

打合せ用タブレット

打合せ用イヤフォンマイク

打合せ用ＷEＢカメラ

Wi-Fiルーター

プロジェクター

コピー用紙

インクカートリッジ

飲料

その他（　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

【講習会・打合せの感染症対策物品として必要なものを選択してください。】

空気清浄機

消毒液

除菌シート

その他（　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

（３） チラシ印刷

その他（　　　　　　　　　　　　　）

（４） チラシのポスティング

タブレット/Wi-Fiの初期設定

代引き/振込手数料   

その他（　　　　　　　　　　　　　）

（５）
Wi-Fiルーター
レンタル・リース期間
　 月　　日～　 月　　日

会議室使用料

スマホレンタル（下記★１要確認）

小計①

小計②

支出合計 小計①+②

収支差額

※　金額が5万円を超える経費は、見積書・引受書等の金額の根拠が分かるものを添付してください。

★１　「講師おまかせスマホ教室」は、謝礼金・スマホレンタル代はかかりませんので、計上不要です。

★２　町会・自治会の役員や内部団体への謝礼金は助成対象外です。

Wi-Fi設置工事

Wi-Fi・タブレット通信費

その他（　　　　　　　　　　　　　）

謝礼金

物品購入費

印刷経費

役務費

レンタル・
リース料

２　助成対象外経費（その他経費）

科　　　　目

１　助成対象経費　　該当する支出内容を選び、単価・数量等を記入してください。

収 支 予 算 書

科　　　　　目 収入内容

その他収入

助成金収入 地域の底力発展事業助成金（1,000円未満切捨て）

自己資金



別記第１－１号様式 

令和  年  月  日 

東京都知事  殿 

所在地  東京都〇〇区△△一丁目２番地１号 

 

団体名  東京一丁目町会         

代表者 

役職・氏名 会長 東京 太郎      印 

 

令和５年度地域の底力発展事業助成金交付申請書兼 

「高齢者向けスマートフォン教室」（講師おまかせスマホ教室）講師派遣申込書 

 

令和５年度地域の底力発展事業助成金について、令和５年度地域の底力発展事業助成金交付要綱第８の

規定に基づき下記のとおり申請します。なお、当団体は要綱第４ １ただし書に該当せず、第９ ３並び

に第２２及び第２３の規定に異議なく応じることを誓約します。 

 

記 

１ 事業名 

  「高齢者向けスマートフォン教室」（講師おまかせスマホ教室） 
 

２ 今回申請する区分 

  該当する□に☑を付けてください。 

 

 

※ Ｃ区分、Ｄ区分の団体は、別紙「事業の共同実施・連携実施に係る合意書兼委任状」を提出

してください。 

※ Ａ区分、Ｂ－Ｓ②区分においての限度額は、地区連では１００万円、町自連・都町連では 

２００万円となります。 

 

３ 助成申請額 

助成申請額は、第３号様式「収支予算書」の助成金収入と同額を記入してください。 

助成申請額 

２ ０ ０，０００円   

 東京都記入欄  

町会コード  

受付番号 5  -   -    

補 助 率  10/10 ・ 1/2 

他の団体と共同して実施しますか。 

☐  はい いいえ 

共同する団体は町会・自治会ですか。  
これまでに地域の底力助成の 

交付決定を受けたことがありますか。 

☐  はい 

 

☐いいえ 

（学校やＮＰＯ等） 

  はい ☐いいえ 

限度額 ５０万円 限度額 ３０万円 限度額 ２０万円 限度額 ２０万円 

Ｃ区分になります。 Ｄ区分になります。 Ｂ―Ｓ②区分になります。 Ａ区分になります。 

※千円単位とし、端数は切捨て 

東
京 

東
京 

 

【実施内容】 

・「講師おまかせスマホ教室」を単一町会で開

催した。 

・「講師おまかせスマホ教室」開催の打ち合わせ

を、タブレットを使ってオンラインで実施。 

この打ち合わせで必要となる Wi-Fiをレンタル

した。 

【主な経費】 

・プロジェクター、スクリーン 

・タブレット×打合せ人数分 

・Wi-Fiをレンタル 

会長の私印 

会
長
の
私
印 

※
本
助
成
金
の
手
続
で
は
、
今
後
全
て 

こ
ち
ら
と
同
じ
印
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い 

※
事
前
相
談
の
際
は
押
印
不
要
で
す 

代表者の役職と氏名を記入。 
※漢字も正確に記入してください 

他の町会・自治会・地域団体等と共
同して実施するかを選択してくださ
い。 

 

 

第３－１号様式「収支予算書」の助
成金収入の金額を記入（千円未満切
捨て） 



４ 事業内容 

実施会場名 〇〇ビル貸会議室３０６号室 

実施会場 
住所 東京都〇〇区△△一丁目１０番地１号 

事業実施 

希望日時 

・第一希望から第三希望まで記載してください。  

第一希望  令和５年  ７月 ２０日（ 木曜日）１３：００～１６:００ 

第二希望  令和５年  ７月 ２１日（ 金曜日） ９：００～１２:００ 

第三希望  令和５年  ７月 ２２日（ 土曜日）１５：００～１８:００ 

※会場の設営・撤収は、委託業者にて行います。前後 30分ずつお見込みください。 

※第一希望から第三希望は別日を記載してください。 

※時間は午前９時から午後６時までの間、３時間です。 

事業期間 
令和５年 ７月 １日から 

 

令和５年 ８月 １日まで 

※最長３月 31日まで  

※この期間が物品購入やレンタル可能の期間となります。ご注意ください。 

打合せの 

回数・人数 

１回あたり 約 ５ 名で ４ 回実施する予定です。 

※初回打合せ、反省会を含みます。 

受講者 

定員 

・以下から選択してください。 

☐10名（最低５名以上の受講が必要） 20名  ☐30名  

実施内容 

・スマホ教室で学びたい内容を以下から 1つ選択してください。 

  ☐ 基本操作（スマホの操作（タップ、スワイプ等）、アプリのインストール、 

電話・メールの使用方法等） 

 コミュニケーション（SNS（LINE、Twitter等）、ビデオ通話等）の基礎 

□ 情報収集（インターネット、ニュース、動画等）の基礎 

☐ 申請・決済（インターネットショッピング・キャッシュレス決済等）の基礎 

※基本操作以外を選択した場合、講義の最初にスマホの使い方について説明します。 

期待される

効果 

地域社会のデジタル化を後押しするとともに、デジタルを活用することで住民同

士の交流を図りながら、地域コミュニティの繋がりを強めていく。 

５ 連絡責任者   申請を行う町会・自治会又は区市町村の担当者に限ります。 

役職名・氏名 総務部長 新宿 花子 

所在地等 

〒１１１１－０００２    －     

〇〇区△△３－２－１４ 

電話番号 
自宅・職場 ０３（５３２１）×××× 

FAX ０３（５３２１）〇〇〇〇 
携 帯 電 話 ０９０（１２３４）△△△△ 

メールアドレス  Hanako-s@toooo.xxxx.jp 

※ 日中連絡の取れる担当者を連絡責任者としてください。 

 

会長の私印 
東
京 

住所を記載 

建物名・部屋番号を記載 

第３希望まで必ず記入 

反省会の日付を記入 

 

 

※本助成金に関わる書類は、こちらの
担当者に送付します。 

※申請する町会・自治会（C 区分、 D
区分は代表の町会・自治会）、区市
町村の担当者以外の人を連絡責任者
とすることはできません。 

学びたい内容を１つ選択 



ｖ第３-1号様式

団体名 東京一丁目町会

(単位：円）

金額

Ⅰ　収入の部

200,000

1,000

収入合計 201,000
支出内容

単価
（税込）

数量
金額
（税込）

Ⅱ　支出の部

（1） （下記★１，２要確認）

（2） 【講習会・打合せで使用する物品として、必要なものを選択してください。】

打合せ用タブレット 20,000 5 100,000
打合せ用イヤフォンマイク

打合せ用ＷEＢカメラ

Wi-Fiルーター

プロジェクター 50,000 1 50,000
コピー用紙

インクカートリッジ

飲料

その他（　スクリーン　） 30,000 1 30,000
その他（　　　　　　　　　　　　　）

【講習会・打合せの感染症対策物品として必要なものを選択してください。】

空気清浄機

消毒液

除菌シート

その他（　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

（３） チラシ印刷 30 500 15,000
その他（　　　　　　　　　　　　　）

（４） チラシのポスティング

タブレット/Wi-Fiの初期設定

代引き/振込手数料   

その他（　　　　　　　　　　　　　）

（５）
Wi-Fiルーター
レンタル・リース期間
　７月１日～７月３１日

3,000 1 3,000

会議室使用料 3,000 1 3,000
スマホレンタル（下記★１要確認）

小計① 201,000

小計② 0
支出合計 小計①+② 201,000
収支差額 0

※　金額が5万円を超える経費は、見積書・引受書等の金額の根拠が分かるものを添付してください。

★１　「講師おまかせスマホ教室」は、謝礼金・スマホレンタル代はかかりませんので、計上不要です。

★２　町会・自治会の役員や内部団体への謝礼金は助成対象外です。

Wi-Fi設置工事

Wi-Fi・タブレット通信費

その他（　　　　　　　　　　　　　）

謝礼金

物品購入費

印刷経費

役務費

レンタル・
リース料

２　助成対象外経費（その他経費）

科　　　　目

１　助成対象経費　　該当する支出内容を選び、単価・数量等を記入してください。

収 支 予 算 書

科　　　　　目 収入内容

その他収入

助成金収入 地域の底力発展事業助成金（1,000円未満切捨て）

自己資金

東
京

会長の私印

町会・自治会名を正確に記入

助成金額は1,000円未満の端

数は切捨てる。端数は「２ そ

の他収入」に計上。

※ 金額が5万円を超えるものは見積書を添付

レンタル期間は事業期間内

収入と支出の収支差額

は必ず「０」になる

助成対象外の経費

の支出がある場合

は記入


